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代々木病院の理念

ヒューマニズムにもと
づく医療・介護の実践
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ッフ。前列左から３人目が松永所長

桜丘ケアセンターのグループホーム。

囲みは萱野さん

代々木病院では、医療サービスの向上とより安全な医療の提供を目指し、11月１
日より電子カルテの運用を開始することになりました。
電子カルテの導入で、院内情報の共有や伝達がスムーズになり、効率的な業務が

見込めます。診療や会計の待ち時間の軽減、医療の質の向上など患者様に寄与でき
ると考えております。（法人内では、おおくぼ戸山診療所、東葛病院が既に導入し
ており、効果を上げています。）
カルテを電子化することで受付業務、検査業務、スタッフ業務などの流れが変わ

りますが、患者様の動きはできるだけこれまで同様にと考えています。
導入後、一時的に受付や診察、会計などでお時間を要することも予想されます。

ご不便やご迷惑をおかけすることも予想されますが、全職員一同、万全をつくして
準備しています。ご理解とご協力をお願い申し上げます。
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